
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高畑小学校 学校だより ３月号 

令和７年２月２８日(金)  発行 

保護者会のお知らせ 
 
内容：３学期の様子  春休みの生活・課題 

 ３学期の「あゆみ」 来年の行事予定等 
 

３月６日（木）３・４年生保護者会 

  １４：４０～ 於：各教室 

 

３月７日（金）５年生保護者会 

１４：４０～ 於：各教室 

 

６年生感謝の会・保護者会 

１３：１０～ 於：体育館 

※感謝の会後、体育館で学年保護者会を 

行います。 

  

３月１１日（火）１・２年生保護者会 

  １４：４０～ 於：各教室   

  

 

校歌 
校長  室伏 亜紀 

今年度も残すところあと１か月となり、各学年ともまとめの時期を迎えています。校内をまわると、体育

館では、６年生が、３月４日に行われる６年生を送る会に向けて、合奏の練習をしていました。本番ではき

っと、音楽会の時のような、心を一つにした素晴らしい演奏を披露してくれることでしょう。 

その体育館の正面左側の壁には、校歌のレリーフが飾られています。１９８４年 第３２回卒業生が作成

したものです。保護者の皆様は、御自分の小学校の校歌を覚えていらっしゃるでしょうか。私は、中学や高

校の校歌はうろ覚えですが、小学校の校歌ははっきりと覚えています。実は、私の母校の校歌の作詞者が、

詩人の谷川俊太郎さんであったことから、昨年９月、校歌のレリーフが、新聞で紹介されました。記事と共

に掲載されたレリーフの写真を見て、「あ、この『を』の文字は私が彫った！」と、懐かしく思い出しました。

こどもの頃は意味もよく考えずに、先生に言われるまま何となく歌っていたものですが、大人になってから

改めて歌詞を読みなおしてみると、そこに込められた深い思いに感激しました。高畑小学校の校歌の歌詞は、

１９６１年に公募で集まった１７、８編の中から選ばれた、当時の教員の山口卓蔵先生のものだそうです。

地域の自然やこどもたちの未来への希望を織り込んだ、温かい歌詞です。歌は、その時代の思い出と結びつ

く力をもっています。高畑小のこどもたちは、卒業した後も校歌を思い出すたびに、共に過ごした仲間のこ

とや様々な楽しい出来事を思い浮かべることでしょう。校歌の最後にある「のびゆくわれらの ほまれの母

校」の歌詞ように、こどもたちが自信と誇りをもって次のステップに進めるよう、残りの１か月、しっかり

と教育活動に当たってまいります。 

結びになりますが、この１年間、本校の教育活動に厚い御支援、御協力をいただき、こどもたちを励まし

てくださいました保護者の皆様、地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

卒業に向けて 

６年担任  

卒業式までの登校日数も 15日となりまし

た。それぞれに進学先も決まり、後は３月 24日

の卒業式当日まで、一日一日を大切に過ごして

ほしいと考えています。いろいろな場面で「小

学校生活最後の・・・」という言葉を口にする

ことも多くなってきました。残りの時間の中で

一人一人の子どもたちが、「今、自分には何が

できるのか」「何をすることが必要なのか」を

考えてほしいと願っています。 

 ６年間の集大成である卒業式が最高の晴れ舞

台となるよう、こどもたちとともに残り 15日を

一歩一歩大切に歩んでいきたいと思います。  



 


